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～
新
成
人
の
み
な
さ
ん　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
～

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

商
工
会
だ
よ
り

１
月
号

　

国
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す

べ
て
の
人
は
国
民
年
金
に
加
入
し
、
国
民
年
金

の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

１　

老
後
を
支
え
る
老
齢
基
礎
年
金

２　

病
気
や
け
が
で
障
害
の
状
態
に
な
っ
た
と

き
に
支
え
る
障
害
基
礎
年
金

３　

加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
子
の
あ
る

配
偶
者
、
子
を
支
え
る
遺
族
基
礎
年
金

　

公
的
年
金
制
度
は
、
現
役
世
代
が
収
め
る
保

険
料
で
高
齢
者
の
人
た
ち
の
年
金
を
負
担
す
る

と
い
う
「
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
」
が
基
本

で
す
。

　

収
入
な
ど
が
な
く
保
険
料
の
支
払
い
が
困
難

な
場
合
は
、「
学
生
納
付
特
例
制
度
」（
学
生
の

み
）、「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」（
30
歳
未
満
）

な
ど
の
保
険
料
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

★
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
の
人
た
ち
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い

た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度

で
す
。

　

対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校

（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）、
一
部

の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在
学
す
る
人
で
す
。

★
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
人
で
、
本
人
お
よ

び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度

で
す
。

　

ど
ち
ら
の
制
度
も
、
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期

間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
収
入
を
得
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
保
険
料
の
納
付
が
可
能
と
な
っ
た
時
に

「
追
納
制
度
」
を
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
、
将

来
受
け
取
る
年
金
を
増
額
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▼
問
合
せ
先　
住
民
課
国
保
年
金
係

　

☎
９
３
２
・
１
４
６
７
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

　

☎
９
３
２
・
１
１
５
１
（
内
線
１
１
８
）

３
つ
の
国
民
年
金（
基
礎
年
金
）

学
生
納
付
特
例
制
度
と

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

世
代
と
世
代
の
支
え
合
い

◆
な
が
ら
運
動
の
効
果

　

な
が
ら
運
動
は
、
１
回
１
分
間
で
約
５
キ

ロ
カ
ロ
リ
ー
消
費
し
ま
す
。
こ
れ
を
１
時
間

に
４
回
、
睡
眠
時
間
を
除
い
た
約
16
時
間
行

な
っ
た
と
す
る
と
、
１
日
に
約
３
２
０
キ
ロ

カ
ロ
リ
ー
消
費
す
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

（
３
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
…
ご
飯
大
盛
り
一
杯
。）

　

１
か
月
間
、
毎
日
続
け
る
と
、
約
９
６
０

０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
消
費
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
一
日
に
摂
取
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
１

日
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
差
し
引
き
、
余

分
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
約
７
０
０
０
キ
ロ
カ
ロ

リ
ー
消
費
す
る
と
体
重
が
１
㎏
減
る
と
言
わ

れ
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　
健
康
福
祉
課　

保
健
師

　

☎
９
３
２
・
１
４
９
３（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

　

☎
９
３
２
・
１
１
５
１
（
内
線
１
５
３
）

◆
冬
は
太
り
や
す
い
季
節
？

　

年
が
明
け
た
あ
る
日
、
二
人
は
鏡
の
前
で

こ
ん
な
つ
ぶ
や
き
を
。

Ａ
さ
ん
「
太
っ
た
な
あ
。
年
末
年
始
に
酒
を

飲
む
機
会
が
多
く
て
…
。
運
動
し
た
い
け
ど

時
間
が
な
い
…
。」

Ｂ
さ
ん
「
寒
く
て
部
屋
に
こ
も
り
っ
き
り
で

運
動
不
足
だ
わ
。
暖
か
く
な
っ
て
か
ら
運
動

し
よ
う
。」

　

そ
ん
な
人
で
も
今
か
ら
で
も
日
常
生
活
の

中
で
簡
単
に
実
践
で
き
る
運
動
が
あ
り
ま
す
。

◆
な
が
ら
運
動
の
ス
ス
メ

　

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
に
は
、
食
事
に

気
を
つ
け
る
こ
と
に
加
え
、
適
度
に
体
を
動

か
す
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

運
動
を
始
め
た
い
け
れ
ど
、
ま
と
ま
っ
た

時
間
を
作
れ
な
い
人
に
試
し
て
ほ
し
い
の
が
、

『
な
が
ら
運
動
』。
通
勤
や
家
事
の
ち
ょ
っ
と

し
た
合
間
の
時
間
が
有
効
に
使
え
、
気
分
転

換
に
も
な
り
ま
す
。

３
つ
の
法
則

●
き
つ
い
運
動
を
し
な
い

●
時
間
を
か
け
な
い

●
ス
ト
レ
ス
を
か
け
な
い

３
つ
の
心
が
け

●
普
段
よ
り
少
し
素
早
く
動
く

　

心
肺
機
能
を
高
め
、
疲
れ
に
く
い
身
体
を

つ
く
り
ま
す
。

●
普
段
よ
り
少
し
力
を
込
め
て
、
ゆ
っ
く
り

と
行
う

　

基
礎
代
謝
を
上
げ
、
太
り
に
く
い
体
質
に

し
ま
す
。

●
普
段
よ
り
少
し
大
き
く
伸
ば
す

　

血
行
を
良
く
し
、
免
疫
力
を
高
め
ま
す
。

※
筋
肉
や
関
節
が
痛
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
無
理
の
な
い
範
囲
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
何
ら
か
の
疾
患
で
治
療
中
の
場
合
は
、
か

か
り
つ
け
医
と
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
な
が
ら
運
動
の
時
間

　

次
の
よ
う
な
場
面
で
、
１
回
１
分
間
、
１

時
間
に
４
回
行
な
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
通
勤
・
通
学
途
中
に

・
電
車
や
バ
ス
の
中
で
、
つ
り
革
に
掴
ま
り

左
右
同
時
に
か
か
と
を
上
げ
下
げ
す
る
。

（
か
か
と
を
高
く
上
げ
る
と
効
果
的
）

・
歩
く
時
は
歩
幅
を
広
く
、
手
の
振
り
を
大

き
く
す
る
。

・
な
る
べ
く
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
や
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
は
使
わ
ず
に
歩
く
。

◎
家
事
の
合
間
に

・
食
器
を
洗
い
な
が
ら
足
を
肩
幅
に
開
き
、

か
か
と
を
お
し
り
に
当
て
る
よ
う
に
左
右

交
互
に
素
早
く
足
を
後
ろ
に
巻
き
上
げ
る
。

・
洗
濯
物
を
干
し
な
が
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
と
屈

伸
。（
背
中
は
曲
げ
ず
、
ひ
ざ
を
し
っ
か

り
曲
げ
る
）

・
つ
ま
先
立
ち
で
移
動
し
な
が
ら
掃
除
機
や

モ
ッ
プ
を
か
け
る
。

◎
日
常
生
活
の
間
に

・
歯
磨
き
し
な
が
ら
ス
ク
ワ
ッ
ト
を
す
る
。

・
ド
ラ
イ
ヤ
ー
を
か
け
な
が
ら
太
も
も
を
片

方
ず
つ
上
げ
下
げ
す
る
。

・
風
呂
で
お
湯
汲
み
ダ
ン
ベ
ル
運
動
。（
湯
船

に
つ
か
り
な
が
ら
す
る
と
よ
り
効
果
的
）

・
洗
顔
し
な
が
ら
つ
ま
先
立
ち
で
少
し
腰
を

お
と
す
。

・
立
っ
て
電
話
を
し
な
が
ら
、
お
し
り
の
左

右
の
筋
肉
を
真
ん
中
に
引
き
寄
せ
る
。（
お

腹
に
力
を
込
め
る
と
お
し
り
を
締
め
や
す

い
）

　

平
成
23
年
12
月
２
日
に
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
興
の
た
め
の
施
策
を
実
施
す
る
た
め

に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置

法
（
平
成
23
年
法
律
第
１
１
７
号
）
が
公
布

さ
れ
、「
復
興
特
別
所
得
税
」
お
よ
び
「
復

興
特
別
法
人
税
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
個

人
に
係
る
復
興
特
別
所
得
税
の
概
要
は
次
の

と
お
り
で
す
。

■
納
税
義
務
者

　

個
人
で
所
得
税
を
納
め
る
義
務
が
あ
る
人

は
、
復
興
特
別
所
得
税
も
併
せ
て
納
め
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。

■
課
税
対
象

　

平
成
25
年
か
ら
平
成
49
年
ま
で
の
各
年
分

の
基
準
所
得
税
額
が
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
給
与
所
得
者
は
、
平
成
25
年
１
月
１
日
以

降
に
支
払
を
受
け
る
給
与
な
ど
か
ら
復
興

特
別
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す
。

■
基
準
所
得
税
額

▼
居
住
者
で
非
永
住
者
以
外
の
居
住
者　
す

　

べ
て
の
所
得
に
対
す
る
所
得
税
額

▼
居
住
者
で
非
永
住
者　
国
内
源
泉
所
得
お

よ
び
国
外
源
泉
所
得
の
う
ち
国
内
払
の
も

の
、
ま
た
は
国
内
に
送
金
さ
れ
た
も
の
に

対
す
る
所
得
税
額

▼
非
居
住
者　
国
内
源
泉
所
得
に
対
す
る
所

　

得
税
額

※
そ
の
年
分
の
所
得
税
に
お
い
て
外
国
税
額

控
除
の
適
用
が
あ
る
居
住
者
に
つ
い
て
は
、

外
国
税
額
控
除
額
を
控
除
す
る
前
の
所
得

税
額
と
な
り
ま
す
。

■
課
税
標
準

　

そ
の
年
分
の
基
準
所
得
税
額
で
す
。

■
復
興
特
別
所
得
税
額
の
計
算

（
復
興
特
別
所
得
税
額
）
＝
（
基
準
所
得
税

額
）
×
２
・
１
％

※
そ
の
年
分
の
所
得
税
に
お
い
て
、
外
国
税

額
控
除
の
適
用
が
あ
る
居
住
者
の
う
ち
控

除
対
象
外
国
所
得
税
額
が
所
得
税
の
控
除

限
度
額
を
超
え
る
人
に
つ
い
て
は
、
そ
の

超
え
る
金
額
を
そ
の
年
分
の
復
興
特
別
所

得
税
額
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
そ
の
年
分
の
復
興
特
別
所
得
税

額
の
う
ち
国
外
所
得
に
対
応
す
る
部
分
の

金
額
が
限
度
と
さ
れ
ま
す
。

■
確
定
申
告

　

平
成
25
年
か
ら
平
成
49
年
ま
で
の
各
年
分

の
確
定
申
告
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
と
復
興

特
別
所
得
税
を
併
せ
て
申
告
し
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
所
得
税
お
よ
び
復
興
特

別
所
得
税
の
申
告
書
に
は
、
基
準
所
得
税
額
、

復
興
特
別
所
得
税
な
ど
一
定
の
事
項
を
併
せ

て
記
載
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　
須
恵
町
商
工
会

　

☎
９
３
２
・
６
７
０
０

あ
き
ら
め
て
い
ま
せ
ん
か
？
そ
の
お
腹

復
興
特
別
所
得
税
が
創
設

～
平
成
25
年
分
の

所
得
税
か
ら
適
用
～




